
東京都建築工事標準仕様書（平成２９年度版）の正誤表 

箇所 ページ数 修正後 修正前 備考 

9.4.4 (10)ア(ウ) P146 タイル張り下地等の下地モルタル塗は、「15.2.6 

工法 (3)ア」による。 

 タイル張り下地等の下地モルタル塗は、「15.2.5 

下地等の清掃、水湿し及び補修 (3)ア」による。 

平成 29 年 5月 

訂正 

9.2.3 表 9.2.7 P129 

別紙１参照 

平成 29 年 5月 

訂正 

9.4.2 (3)ウ(イ) P141  接着工法の場合は、(ア)ａからｄまでに示すもの

のほか、JIS A 9521(建築用断熱材)によるポリエチ

レンフォーム断熱材の密度及び熱伝導率の規格に

適合するもの又は JIS A 9511(発砲プラスチック保

温材)によるＡ種ポリエチレンフォーム保温材の密

度及び熱伝導率の規格に適合するものとする。 

 接着工法の場合は、(ア)ａからｄまでに示すもの

のほか、JIS A 9521(建築用断熱材)によるポリエチ

レンフォーム保温材の密度及び熱伝導率の規格に

適合するもの又は JIS A 9511(発砲プラスチック保

温材)によるＡ種ポリエチレンフォーム保温材の密

度及び熱伝導率の規格に適合するものとする。 

平成 29 年 5月 

訂正 

9.5.3 表 9.5.1 P147 

別紙２参照 

平成 29 年 5月 

訂正 

9.5.3 表 9.5.2 P147 

別紙３参照 

平成 29 年 5月 

訂正 

19.5.3 (1)イ P307  単層フローリングに現場で塗装仕上げを行う場

合は、「19.5.6 現場塗装仕上げ」による。 

 単層フローリングに現場で塗装仕上げを行う場

合は、「19.5.7 現場塗装仕上げ」による。 

平成 29 年 5月 

訂正 

19.5.5 (1)イ P309  フローリングの厚さ及び大きさは、モザイクパー

ケットを除き表 19.5.3及び表 19.5.5 による。 

 フローリングの厚さ及び大きさは、モザイクパー

ケットを除き表 19.5.3、表 19.5.5 及び表 19.5.6

による。 

平成 29 年 5月 

訂正 



19.5.6 (1)ア P310  フローリング表面の塗装素地ごしらえは、張込み

完了後、傷、汚れを取り除き研磨を行う。ただし、

接着剤を使用する工法にあっては、接着剤の硬化後

とする。 

 フローリング表面の塗装素地ごしらえは、張込み

完了後、傷、汚れを取り除き研磨を行う。ただし、

モルタル埋込み工法にあっては、「19.5.6 モルタ

ル埋込み工法(2)ウ」の後とし、接着剤を使用する

工法にあっては、接着剤の硬化後とする。 

平成 29 年 5月 

訂正 

19.5.6 (2)イ P310  オイルステイン塗り(表 18.11.1)の上、ワックス

塗り 

 オイルステイン塗り(表 18.10.1)の上、ワックス

塗り 

平成 29 年 5月 

訂正 

21.2.5 (1)ウ(イ) P334 アスファルト舗装又はコンクリート舗装は、それ

ぞれ 21.2.3 又は 21.2.4 による。 

 アスファルト舗装又はコンクリート舗装は、それ

ぞれ３節又は４節による。 

平成 29 年 5月 

訂正 

27.2.2 表 27.2.1 

(注)５ 

P408 工程４において、JISS 18 M-304 は、合成樹脂配

合ペイント及びつや有合成樹脂エマルションペイ

ントに適用し、それ以外は、JISS 18 M-308(セラッ

クニス類)を適用する。 

 工程５において、JISS 18 M-304 は、合成樹脂配

合ペイント及びつや有合成樹脂エマルションペイ

ントに適用し、それ以外は、JISS 18 M-308(セラッ

クニス類)を適用する。 

平成 29 年 5月 

訂正 

27.2.2 (2)ウ P409 素地面に、仕上げに支障のおそれがある甚だしい

色むら、汚れ、変色等がある場合は、漂白剤等を用

いて修正した後、水ぶきに等により漂白剤等を除去

し、十分に乾燥させる。 

 素地面に、仕上げに支障のおそれがある甚だしい

色むら、汚れ、変色等がある場合は、漂白剤等を用

いて修正した後、水ぶきに等により漂白剤を除去

し、十分に乾燥させる。 

平成 29 年 5月 

訂正 

27.2.4 表 27.2.3 P410 
別紙 4参照 

平成 29 年 5月 

訂正 

 

 

 

 



別紙１ 

修正後 修正前 

  

 



別紙２ 

修正後 修正前 

  

 



別紙３ 

修正後 修正前 

  

 



別紙４ 

修正後 修正前 

  

 


